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背背 景景

• リハに関わる人・組織・機
関の連携を進め、情報提供
や人材育成に役立てること
は本事業の役割です。

• 現在は、圏域ごとの取り組
みに留まり、対象・進捗も

ねらいねらい
千葉県地域リハ支援体制整
備推進事業の一環として、地
域包括ケア構築にむけた千葉
県の在宅リハの質の向上の
ために、全県での繋がりをつく
り、情報交換ができる仕組みみに留まり、対象・進捗も

統一性はありません。

• また、圏域ごとに作られた
ネットワークを、圏域を超え
て全県として繋げる仕組み
はありません。

をつくる。

本事業のこれまでの取り組み
を一定のルールで整理をして、
効果的・効率的な事業運用に
寄与する。
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動動 きき
各広域支援センターが実施する研修
会等の案内文に、趣意書を同封

事業所・施設として会員登録

圏域ごとに会員管理
（メールアドレス）

メーリングリストの作成
（圏域別、全県用、等）

• 各広域の活動の活用
• １／年：圏域ごと情報交換会

全県大会
（領域別情報交換会含む）

既存のネットワークへ団体としての
参加の促し

• メーリングリストを活用した情報提
供体制の構築

• 圏域ごと情報交換会の開催（既存
事業活用）

• 全県大会（千葉県地域リハフォー
ラムの活用） 3

ご検討いただきたいことご検討いただきたいこと

• このような動きを地域リハ事業の一環として
行うことについて

• 趣意書の発信人を• 趣意書の発信人を
千葉県健康づくり支援課長名

千葉県地域リハ協議会長名

地域リハ広域支援センター長名

の3者連名にすることについて
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